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５月は忙しくあっという間に過ぎ、もう６月も半分過ぎてしまいました。 

発行が遅れました。病気だったわけではなく、土日も忙しく充実した日々でした。 

４月 30 日（水）JICA グアテマラスタッフ、フリオさんの授業見学に引き続き、５月２日（金）算数分

科会と栄養隊員に授業をしてもらう機会を得ました。日ごろ、来訪者に慣れている子どもたちですが ４

人も日本人がいてびっくりだったようです。午前中は栄養の授業と算数の授業、お昼は私がカレーライ

スをふるまい、午後からは先生方に算数の研修会を行いました。 

           

 

 

       ５月９日（金）母の日の行事で子どもたちは 10:30 に下校し 13 時までお母さん方のお楽
しみ会となりました。授業がなくなったので、習字で愛の文字をいっぱい書いて先生方
やゲームの優勝者に渡しました。今が一番暑い季節のようで、お昼は 37 度で午後６時で
も 30 度もあり、毎日、ぐったりです。 

       13 日（月）はこの村の教会の守護神である聖ファティマの日で、金曜日に公立学校の子
どもたちが行進したり、日曜日にはフェリアといって乗馬やバイク競技、夜中まで歌や
踊りがありました。（リカルド・アルホナがヘリで降り立つはずの競技場です。）      

        
            
           
          
学校はこのカンチャ（競技場）から道路を隔てたすぐ下にあるのでいつも静かなのにこの 
日だけは夜中までうるさかったです。翌朝、ご飯づくりに来たお母さん方も夜中の２時ま 
で踊ったということでした。だから、今日はみんな眠そうな顔をしていました。         
5 月 16 日（金）夕方、同僚のダマリス先生とバスで２時間ほどのところにある Ranchitos Del Quetzal に
泊まり 17 日（土）朝 5:15 のツアーでグアテマラの国鳥であるケツァルを見ることができました。オス
の尾羽は１ｍにもなるということで飛ぶ姿はとても優雅でした。今は３代目のオーナーで５０年続いて    
いるというこの宿、自然がいっぱいで蘭の花や植物がたくさんあって、ケツァルに会えなくてももう一            
                  度行きたいところです。   
 
 
 
 
 
19 日（月）から２期目の試験期間となり授業がないので、子どもたちがグループ学習できるように計算 
カードづくりを始めました。やっぱりプリンターを買って正解！６グループで毎回リーダーを替えて責
任をもってカードを扱うようにしていければと思っています。日本ではいろいろな形態で学習が進めら
れていますが、ここでは先生が教えて子どもたちがノートに写して、できたら先生のところにもってい
ってみてもらう式の授業が多く、もう少し自分たちで協力して楽しく学ぶ方法を伝えたいと思っていま
す。毎日の練習が大事だということも話しています。スペイン語では La ´práctica hace al maestro. 
23 日（金）大型バスが学校前に到着。音楽の先生オダリス率いる合唱団とパーカッションのリカルド率
いるドラムの子と母親達総勢 30 名ほどで首都に向かうが大型デラックスバスのためか、首都に着くのに
３時間以上かかり、リハーサルそして夜８時過ぎから首都の Zona４で演奏が行われました。私も便乗さ
せてもらい、夜のグアテマラシティを楽しみました。（首都は徒歩での移動がほとんどできません。） 
子どもたちは少し緊張していましたが、オダリス先生の日々の情熱的な指導のもと素晴らしい演奏でし
た。彼らはキューバ人でもう７年くらいアルホナ小学校で教えています。 
                    私も彼らに負けず子どもたちに情熱をもって 
                   算数指導にあたりたいと思いますが、暑い！！ 
                    毎朝、登校してくる子どもたちにたし算 
                   ひき算の答えを言わせていたら、自分た 
                   ちでも練習するようになりました。 
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